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１２月定例会

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市長提出議案

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦（飛ケ谷　祐示子氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

同意第 1 号 教育委員会委員の任命（内田　和子氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

同意第 2 号 監査委員の選任（阿部　ますみ氏） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 1 号 富里市職員の給与等に関する条例等の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 2 号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 3 号 富里市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 4 号 富里市立幼稚園預かり保育料徴収条例の一部改正 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 5 号
富里市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部改正

文教 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 6 号 富里市国民健康保険税条例の一部改正 文教 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １６ １

議案第 7 号 富里市火災予防条例の一部改正 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 8 号 富里市道路線の認定（市道２－０１５８号線外１路線） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 9 号 令和５年度富里市一般会計補正予算（第７号）
総務
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 10 号 令和５年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 11 号 令和５年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 12 号 令和５年度富里市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 13 号 令和５年度富里市水道事業会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 14 号 令和５年度富里市下水道事業会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 15 号 令和５年度富里市一般会計補正予算（第６号） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 16 号 富里市手数料条例の一部改正 ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

委員会提出議案

委員会提出
議案第 1 号

「特定商取引法平成２８年改正における５年後見直しに基づく同法の抜本的改正」
を求める意見書

― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

陳情

陳情第 2 号 市道４－０１７０号線道路改良工事に関する陳情 総務 継 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

陳情第 3 号 消費者被害を防止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を求める陳情 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案と議決結果

総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数または賛成ゼロ　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席

【継】＝前定例会以前からの継続案件

全市民の家計を応援。�

非課税世帯１世帯当たり７万円を支給。�
令和5年 12月 1日時点で住民基本台帳に登録のある方を対象とした
「とみさと家計応援クーポン事業」1億828万2千円の補正予算を可決。

世帯全員の令和 5年度分の住民税均等割が非課税である世帯（基準日
令和 5年 12月 1日）を対象とした「物価高騰重点支援給付金追加支
給事業」4億 330万円を可決。
　１２月定例会は、１１月３０日から１２月１９日までの２０日間の会期で開かれました。

　市長から提出された、議案１６件、諮問１件、同意２件について、それぞれ原案どおり可決、答申、同意しました。

　また、委員会提出議案が１件提出され、原案どおり可決しました。

　なお、１２月定例会の一般質問は１２名の議員が行い、市の諸問題について見解を求めました。
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こんにちはとみさと議会です　２２１号

　
12
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
項
目
の
う
ち
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

議
会
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

※
本
会
議
の
録
画
映
像
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
は
即

日
視
聴
で
き
ま
す
。

一

般

質

問

一

般

質

問
↑議会中継は
　こちらから

⒈
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

　
に
つ
い
て

　
⑴
本
市
の
助
成
の
考
え
は
。

⒉
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　
⑴
デ
ジ
タ
ル
行
政
の
課
題
と
問
題
点

は
。

　
⑵
業
務
の
効
率
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
⑶
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
に
つ
い
て

　
⑷
今
後
の
取
組
は
。

⒊
学
校
で
の
い
じ
め
に
つ
い
て

　
⑴
子
供
の
安
全
確
保
と
対
応
に
つ
い
て

⒈
高
齢
者
や
歩
行
困
難
者
へ
の
交
通
安
全

　
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
高
齢
化
率
が
高
ま
る
現
在
、
信
号
機

　
　
及
び
横
断
歩
道
の
あ
る
交
差
点
で
の

　
　
歩
行
者
へ
の
安
全
対
策
は
。

⒉
高
齢
社
会
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
に
つ

　
い
て

⒊
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て

　
⑴
市
内
小
・
中
学
校
で
の
避
難
訓
練
の

　
　
状
況
及
び
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

⒋
小
・
中
学
校
で
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い

　
て

　
⑴
情
報
教
育
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て

公明党

杉　山　弘　一

富里自民の会

河　田　厚　子

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
８

議
案
に
つ
い
て
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と

市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
７
号
　
富
里
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

家
庭
用
蓄
電
池
設
備
を
複
数
台
設
置
し
た
場

合
の
届
出
に
つ
い
て
は
。

答

１
設
備
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
及
び
10
キ
ロ

ワ
ッ
ト
時
を
超
え
20
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
以
下
で
出

火
防
止
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
家
庭
用
蓄
電
池
設

備
に
つ
い
て
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

議
案
第
８
号
　
富
里
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て問
２
路
線
の
認
定
の
う
ち
、
市
道
２
‐
０
１
５
８

号
線
に
隣
接
す
る
の
り
面
に
お
け
る
雨
等
に
よ

る
土
の
流
入
の
懸
念
に
つ
い
て
は
。

答

当
該
の
り
面
は
、
開
発
区
域
外
で
は
あ
る
が
、

開
発
区
域
内
道
路
の
維
持
管
理
上
支
障
が
な
い

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
案
第
９
号
　
令
和
５
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

問

庁
舎
管
理
事
業
１
０
３
万
円
の
増
額
補
正
に

つ
い
て
、
議
場
防
水
修
繕
工
事
の
内
訳
は
。

答

１
２
０
枚
あ
る
ガ
ラ
ス
の
防
水
シ
ー
ル
や
接

着
剤
等
を
剥
が
し
、
新
た
に
シ
リ
コ
ン
系
の
防

水
シ
ー
ル
を
貼
る
作
業
費
、
廃
材
処
理
費
、
共

通
仮
設
費
等
で
す
。

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
過

程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
市
の
担
当
部

市道２－０１５８号線を現地調査

問

公
共
交
通
機
関
推
進
事
業
４
１
４
１
万
９
０

０
０
円
の
増
額
補
正
の
積
算
根
拠
は
。

答

令
和
５
年
９
月
分
の
実
績
の
委
託
料
を
基
に

１
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
加
算
し
、
利
用
者
か
ら
の

運
賃
収
入
を
差
し
引
き
、
委
託
料
と
し
て
算
出

し
て
い
ま
す
。

問

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
事
業
で
、
新
た
に
取
り

入
れ
た
返
礼
品
は
。

答

令
和
５
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
新
た
に
取
り

入
れ
た
返
礼
品
は
、
ハ
ム
等
の
食
肉
加
工
品
、

牛
肉
及
び
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
等
で
す
。

問

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
業
５
８
８
万
円
の
増

額
補
正
の
内
訳
は
。

答

職
員
の
異
動
に
よ
る
人
件
費
の
減
額
及
び
戸

籍
法
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
る
戸
籍

附
票
、
住
民
票
の
記
載
事
項
と
し
て
「
氏
名
の

振
り
仮
名
」
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
戸
籍

シ
ス
テ
ム
等
、
各
シ
ス
テ
ム
の
改
修
委
託
料
の

増
額
で
す
。

問

消
防
職
員
被
服
貸
与
事
業
に
お
け
る
、
購
入

す
る
被
服
の
種
類
は
。

答

新
規
職
員
に
貸
与
す
る
た
め
の
被
服
と
し
て
、

夏
・
冬
用
の
制
服
上
下
、
夏
・
冬
用
の
活
動
服
、

防
火
衣
、
長
靴
、
火
災
用
手
袋
及
び
防
寒
着
等

で
す
。

陳
情
第
３
号
　
消
費
者
被
害
を
防
止
、
救
済
す

る
た
め
特
定
商
取
引
法
の
抜
本
的
法
改
正
を
求

め
る
陳
情
に
つ
い
て

　
本
陳
情
は
、
特
定
商
取
引
法
の
平
成
28
年
改

正
後
に
お
い
て
も
、
同
法
の
対
象
取
引
分
野
に

お
け
る
消
費
者
相
談
は
高
止
ま
り
を
示
し
て
お

り
、
幅
広
い
世
代
の
消
費
者
被
害
を
防
止
、
救

済
し
、
消
費
者
の
安
心
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
特
定
商
取
引
法
の
抜
本
的
改
正

を
行
う
必
要
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
特
定
商
取
引
法
、
平
成
28

年
改
正
に
お
け
る
５
年
後
見
直
し
を
機
に
、「
特

定
商
取
引
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
で
す
。 

　
執
行
部
か
ら
、
国
に
お
い
て
本
陳
情
内
容
の

法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
本
市
に

お
い
て
も
消
費
者
被
害
の
防
止
及
び
救
済
に
繋

が
る
も
の
と
考
え
る
と
の
見
解
が
あ
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら

門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議
案
第
４
号
　
富
里
市
立
幼
稚
園
預
か
り
保
育

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

問

現
行
の
預
か
り
保
育
料
を
１
時
間
当
た
り

１
０
０
円
に
す
る
こ
と
に
よ
る
保
護
者
へ
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答

こ
れ
ま
で
は
、
利
用
す
る
時
間
に
関
わ
ら
ず
、

１
回
当
た
り
２
０
０
円
か
ら
５
０
０
円
の
額
と

し
て
い
た
が
、
１
時
間
当
た
り
の
額
と
す
る
こ

と
で
保
護
者
へ
の
負
担
の
軽
減
及
び
利
便
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
案
第
６
号
　
富
里
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

県
内
自
治
体
の
取
扱
状
況
は
。

答

出
産
被
保
険
者
へ
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額

の
減
額
に
つ
い
て
は
、
県
内
全
て
の
市
町
村
が

行
う
と
理
解
し
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
支
援
金

等
課
税
額
に
係
る
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
に
つ

い
て
は
、
県
内
54
市
町
村
中
、
45
市
町
村
が
令

和
５
年
度
に
引
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
本
市
を

含
め
た
９
市
町
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
の
実
施
と
な
る
予
定
で
す
。

議
案
第
９
号
　
令
和
５
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

問

障
害
者
総
合
支
援
介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

の
う
ち
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
費
４
６
５
８
万

３
０
０
０
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
事
業
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
施
設

数
と
利
用
者
数
は
。

答

本
市
利
用
者
に
お
い
て
は
、
市
内
３
施
設
、

市
外
36
施
設
を
利
用
さ
れ
て
お
り
、
令
和
４
年

度
と
令
和
５
年
度
の
比
較
で
施
設
数
に
変
更
は

な
く
、
利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
12

月
現
在
で
令
和
５
年
度
新
規
利
用
が
11
名
、
継

続
利
用
が
47
名
で
す
。

問

私
立
保
育
園
運
営
助
成
事
業
、
１
１
８
８
万

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
保
育
士
の
離
職
防

止
及
び
市
全
体
の
待
機
児
童
を
解
消
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び

幼
稚
園
に
勤
務
す
る
保
育
士
等
の
給
与
に
、
市

独
自
で
令
和
５
年
４
月
分
か
ら
遡
及
し
、
一
人

当
た
り
月
額
１
万
円
の
支
給
を
行
う
が
、
支
給

対
象
と
な
る
条
件
は
。

答

１
日
６
時
間
以
上
か
つ
月
20
日
以
上
勤
務
す

る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、
臨
時
職
員
に
お

い
て
も
、
条
件
を
満
た
せ
ば
支
給
対
象
と
な
り

ま
す
。

問

子
ど
も
等
医
療
費
助
成
事
業
、
２
６
３
８
万

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
医
療
費
助
成
対
象

者
、
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
受
診
件
数

増
加
の
主
な
要
因
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行

に
よ
る
受
診
控
え
の
緩
和
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
、
そ
の
他
感
染
症
の
流
行
の
影
響
か
ら
受

診
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問

生
活
保
護
事
業
、
６
９
５
１
万
７
０
０
０
円

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
世
帯
数
及
び
受
給
者

数
は
。

答

令
和
５
年
11
月
末
現
在
で
、
世
帯
数
は

５
０
０
世
帯
、
受
給
者
数
は
５
９
５
人
。
令
和

４
年
度
末
か
ら
世
帯
数
で
は
18
世
帯
の
増
加
、

対
前
年
比
３
．
７
パ
ー
セ
ン
ト
増
、
受
給
者
数

は
22
人
の
増
加
、
対
前
年
比
３
．
８
パ
ー
セ
ン

ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業
、
１
６
２
万
５
０

０
０
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
出
生
体
重
が

２
０
０
０
グ
ラ
ム
以
下
で
呼
吸
器
や
循
環
器
系

な
ど
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま
出
生
し
た
乳

児
に
対
し
、
養
育
医
療
機
関
に
お
け
る
入
院
医

療
に
要
し
た
医
療
費
の
給
付
を
行
う
が
、
退
院

す
る
た
め
の
基
準
は
。

答

一
般
的
に
体
重
が
２
０
０
０
グ
ラ
ム
に
達
し
、

呼
吸
器
な
ど
の
医
療
器
具
の
装
着
が
不
要
と
な

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
常
時
医
師
や
看
護

師
の
看
護
が
不
要
と
な
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
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⒈
防
犯
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
通
学
路
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

　
　
置
に
つ
い
て

　
⑵
市
公
共
施
設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
付
自

　
　
動
販
売
機
の
導
入
に
つ
い
て

⒉
中
学
校
の
制
服
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
⑴
制
服
選
択
制
の
採
用
に
つ
い
て

　
⑵
新
制
服
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

⒊
デ
マ
ン
ド
交
通
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
⑴
市
外
居
住
者
の
同
行
乗
車
に
つ
い
て

⒈
教
育
行
政
に
つ
い
て

　
⑴
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
現
状

　
　
は
。

　
⑵
就
学
援
助
制
度
の
改
善
と
拡
充
に
つ

　
　
い
て

　
⑶
富
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用

　
　
し
近
隣
市
町
と
共
同
調
理
を
検
討
す

　
　
る
こ
と
に
つ
い
て

⒉
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
⑴
児
童
虐
待
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

⒊
福
祉
に
つ
い
て

　
⑴
旧
洗
心
小
学
校
を
活
用
し
た
特
別
養

　
　
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備
の
進
捗
に
つ
い

　
　
て

⒈
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

　
⑴
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で

　
　
の
実
績
と
課
題
に
つ
い
て

　
⑵
令
和
５
年
度
に
お
け
る
返
礼
品
の
推

　
　
移
に
つ
い
て
　

　
⑶
返
礼
品
の
拡
充
に
つ
い
て

　
⑷
寄
附
金
の
活
用
事
業
と
今
後
に
つ
い

　
　
て

⒈
消
防
備
品
に
つ
い
て

　
⑴
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

　
⑵
消
耗
品
の
更
新
に
つ
い
て

⒉
公
共
交
通
機
関
の
推
進
に
つ
い
て

　
⑴
本
市
の
公
共
交
通
の
現
況
に
つ
い
て

　
⑵
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

　
⑶
市
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

　
⑷
多
様
な
公
共
交
通
の
調
査
研
究
に
つ

　
　
い
て

⒊
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
危
険
箇
所
対
応
の
現
況
に
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
対
応
の
目
途
に
つ
い
て

⒈
人
材
育
成
に
お
け
る
各
部
署
の
部
課
等

　
の
長
の
役
割
に
つ
い
て

⒉
庁
内
不
正
防
止
に
役
立
つ
公
益
通
報
の

　
扱
い
に
つ
い
て

⒊
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
に
関
し
て
市

　
民
へ
の
理
解
浸
透
に
つ
い
て

⒋
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
応
え
る
返
礼

　
品
の
工
夫
に
つ
い
て

⒌
デ
マ
ン
ド
交
通
に
お
け
る
今
後
の
対
応

　
に
つ
い
て

⒍
生
成
Ａ
Ｉ
の
行
政
活
用
に
つ
い
て

⒎
旧
岩
崎
久
彌
末
廣
農
場
別
邸
公
園
内
の

　
久
彌
の
畑
に
お
け
る
教
育
面
で
の
活
用

　
に
つ
い
て

⒈
分
別
収
集
・
資
源
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
⑴
令
和
４
年
度
の
成
果
に
つ
い
て

　
⑵
現
状
及
び
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

⒉
千
葉
県
誕
生
１
５
０
周
年
記
念
事
業
補

　
助
金
を
活
用
し
た
社
会
教
育
総
務
事
業

　
に
つ
い
て
　

　
⑴
市
の
目
玉
事
業
と
し
て
今
後
継
続
し

　
　
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

⒊
多
文
化
共
生
推
進
事
業
に
つ
い
て

　
⑴
市
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
実
績
は
。

　
⑵
国
際
交
流
に
お
け
る
実
績
及
び
今
後

　
　
の
具
体
的
な
施
策
は
。

　
⑶
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
等
の
計
画
は
。

無会派

無会派

柏　崎　のり子

岩　田　克　彦

無会派

無会派

井　上　　　康

藤　田　　　幹

富里自民の会

野　並　慶　光

無会派

平　岡　真奈美

公明党

日下部　千　秋

⒈
区
・
自
治
会
に
つ
い
て

　
⑴
区
・
自
治
会
の
加
入
率
に
つ
い
て

　
⑵
区
・
自
治
会
の
役
割
と
活
動
に
つ
い

　
　
て

　
⑶
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　
⑷
外
国
人
の
対
応
に
つ
い
て

⒉
学
校
給
食
に
つ
い
て

　
⑴
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に
つ
い
て

⒊
重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
つ
い
て

　
⑴
今
後
の
交
付
金
活
用
に
つ
い
て

⒋
市
民
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て

　
⑴
市
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
提
案
に
つ
い

　
　
て

　
⑵
ま
ち
か
ど
市
長
室
に
つ
い
て

⒈
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

　
て

　
⑴
待
機
児
童
の
実
態
は
。

　
⑵
保
育
士
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
⑶
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）

　
　
に
つ
い
て

⒉
結
婚
新
生
活
支
援
に
つ
い
て

　
⑴
結
婚
新
生
活
を
始
め
る
世
帯
数
は
。

　
⑵
結
婚
新
生
活
の
支
援
に
つ
い
て

⒊
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

　
⑴
犯
罪
発
生
件
数
は
。

　
⑵
犯
罪
被
害
者
支
援
に
関
す
る
条
例
に

　
　
つ
い
て

　
⑶
支
援
の
認
識
に
つ
い
て

⒈
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い
て

　
⑴
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た
現

　
　
状
に
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

⒉
有
害
鳥
獣
の
問
題
に
つ
い
て

　
⑴
農
地
に
お
け
る
現
状
と
取
組
に
つ
い

　
　
て

　
⑵
広
域
連
携
の
現
状
に
つ
い
て

　
⑶
市
街
地
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
の
被
害

　
　
の
対
策
は
。

⒊
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

　
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

富里自民の会

関　根　正　之

公明党

布　川　好　夫

⒈
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
を
踏
ま
え

　
た
本
市
の
安
定
的
な
農
業
経
営
の
支
援

　
に
つ
い
て

　
⑴
各
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
　

⒉
農
業
災
害
に
つ
い
て

　
⑴
農
業
の
災
害
補
償
の
取
組
に
つ
い
て

⒊
富
里
市
教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

　
⑴
基
本
方
針
で
あ
る
「
確
か
な
学
力
を

　
　
育
む
」
に
お
け
る
施
策
の
推
進
に
つ

　
　
い
て

　
⑵
地
域
一
体
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

　
　
に
つ
い
て

國　本　正　美

富里自民の会
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再生紙を使用しています

委員長／國本正美　　副委員長／日下部千秋　　委員／岩田克彦、平岡真奈美、関根正之、河田厚子

　議会報を読んで感じたことなど皆様

のご意見をお待ちしております。

　また、議会報は市議会ホームページ

でもご覧いただくことができます。

〒286-0292

富里市七栄 652-1 富里市議会事務局

TEL:0476-93-6492  FAX:0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/
category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左の２
次元コードからアクセ
スできます

ご意見・ご感想をお寄せください！ とみさと議会報の発行を
「ＬＩＮＥ」でお知らせ

【登録方法】
　２次元コードを読
み込み、友だち追加
ボタンを押してくだ
さい。

とみさと議会報を配信アプリ
「マチイロ」で配信中！

【登録方法】
　２次元コードを読
み込み、「お住いの地
域」に富里市を登録
してください。

声
の
議
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
を

対
象
に
、
と
み
さ
と
議
会
報
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を

「
声
の
議
会
報
」
と
し
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
９
３
‐
４
１
９
２

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
９
３
‐
２
４
２
２

※議場は市役所本庁舎３階です。
※本会議の模様は市民課ロビー（市役所本庁舎 1 階）のテレビや日吉台出張

所モニター、インターネット（ライブ・録画）でもご覧いただくことがで
きます。
次回定例会の予定
2/21 本会議（議案上程・一般質問：会派代表）
2/27 本会議（一般質問：個人・予算審査特別委員会設置・同委員会付託）
2/28 本会議（一般質問：個人）　
2/29 本会議（一般質問：個人・議案質疑・委員会付託）　
3/1   本会議予備日　3/4 総務建設常任委員会　3/5 文教厚生常任委員会　
3/7.8.11.12　予算審査特別委員会　
3/18 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）
　日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。

　詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、市ホームページでご確認いただ

くか、議会事務局に問い合わせください。

議会の傍聴について３月定例会は２月２１日（水）から開会予定です。

議会運営委員会視察
期日：令和５年１１月１５日（水）及び１６日（木）の２日間

視察地及び視察事項
　⑴北海道登別市　「住民と議会の情報共有の取組について」、「市議会

議員政治倫理条例におけるハラスメント禁止項目導入について」
　⑵北海道千歳市　「交流学習会について」、「市民の声を聴く会について」
　北海道登別市ではオンラインの他、多世代型議会フォーラムの開催
など、対面による市民との意見交換の機会についても注力しており、
市政に関心の高い層から学生などの若年層まで、幅広い世代への参加
の呼びかけが積極的に行われていました。
　北海道千歳市では、平成２４年に市議会と
して、初めての試みとなる「市民の声を聴く
会」を開催し、これまでに９回継続してきて
おり、近年は若い方の参加もあり、若者の政
治参加・社会参加を促す機会の創出になる
よう期待を込めた取組が行われていました。

　　　　総務建設常任委員会視察
期日：令和５年１０月２４日（火）及び２５日（水）の２日間

視察地及び視察事項
　⑴山形県南陽市　「書かない窓口システムについて」
　⑵岩手県花巻市　「賢治のまちづくり推進事業について」
　山形県南陽市では「住民の負担を減らす」及び「職員の業務効率
化」を図ることを目的に「書かない窓口システム」を導入。少子高
齢化、就労人口減少の問題を重要課題と捉え、デジタル化に向けた
対策が行われていました。
　岩手県花巻市では宮沢賢治を愛する人
たちと共に協議を重ねた上で行政内に「賢
治のまちづくり課」を組織し、官民一体
となって宮沢賢治氏を中心としたまちづ
くりを進めていました。富里市において
も市民への啓発、市外へのアピールを強
化すべきと再認識しました。

文教厚生常任委員会視察
　期日：令和５年１０月３１日（火）及び１１月１日（水）の２日間
視察地及び視察事項
　⑴福島県喜多方市　「小学校農業科の取組について」
　⑵福島県福島市　　「特色ある幼児教育・保育プロジェクトの取組について」
　福島県喜多方市の小学校農業科では、農作物の収穫後、調理の工
夫や加工にまで話し合いを展開し地元産業への貢献も視野に入れた
取組を行っており、「じゃがいもマーケット」の開催や「農業科ミュー
ジアム構想」など知名度の向上にも積極的
に取り組まれていました。
　福島県福島市では、特色ある幼児教育・
保育プロジェクトを通じて、園同士の情報
の共有が行われ、良い意味での競争が生ま
れることで、園の活性化に繋がっていくよ
う期待を込めた取組が行われていました。

千葉県北総地区市議会
　　　　正副議長会議員研修会
　期日：令和５年１０月３０日（月）
　内容：「新たな自治体防災対策と議会、
　　　　  議員の役割」
　講師：鍵屋　一　氏

多古町議会視察

　多古町議会が富里市のペーパーレ

ス会議システムを視察されました。

　期日：令和５年１０月１９日（木）

　内容：ペーパーレス会議システム

　　　　の運用・導入等について

　　　　　成田市議会　
　　　　　会派（政友クラブ）視察
　成田市議会　会派（政友クラブ）
が富里市の地域公共交通政策及び
末廣農場を視察されました。
　期日：令和５年１１月１３日（月）
　内容：⑴地域公共交通政策について
　　　　⑵末廣農場について

令和６年３月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

2/18 19 20 21
本会議
（開会）

22 23 24

25 26 27
本会議

28
本会議

29
本会議

3/1
予備日

2

（　一　般　質　問　）

3 4
委員会
（総務）

5
委員会
（文教）

6 7
委員会

8
委員会

9

（　予　算　）

10 11
委員会

12
委員会

13 14 15 16

（　予　算　）

17 18
本会議
（閉会）

19 20 21 22 23
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、
市
民
生
活
と
行
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わ
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や
富
里
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直
面
す
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課
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つ
い

て
考
え
、
自
ら
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富
里
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催
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篠
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